
ICT推進課 秋葉 主任補

（2008年入庁）
1988年生まれ、帯広市出身。

アキバ

Q１帯広市の暮らしやすさ・魅力

Q２おすすめエリア・お店

Q３休日の過ごし方・趣味

都市部と自然環境のバランスが良い点、本州地方に比べて湿
度が低い点です。
また、市内に温泉施設が充実しており、温泉好きの身として
はとても魅力的です。
1年を通して晴れの日が多いのも魅力です。

子育て中なので、子どもを遊ばせることが出来る「児童会館」
がおすすめです。
お気に入りのラーメン屋は音更町にある「めん吉」で、ほぼ
毎週のように通っています。

休日はICTに関する勉強や、子どもと遊ぶ時間が主です。
空いた時間で趣味のゲームをやったりしています。

2008年～ 清掃事業課
2010年～ 国保課
2014年～ 情報システム課（当時）
2020年～ 現所属

ICT業務

Q１所属部署の主な業務内容

Q２一番印象に残っている出来事

Q３帯広市で働くことの魅力

ICT推進課は、市で使用するパソコンやネットワークの運用保守、
業務システムの改修など、市役所の業務効率化に向けた仕事のほ
か、行政手続のオンライン化や新たなデジタルサービスの導入な
ど、市役所内の他の部署と連携しながら、市民サービスの向上に
向けたデジタル化を進めるなど、文字通りICTに関する様々な業務
を行っている部署です。

リモートワーク環境の構築業務です。帯広市ではコロナウィルス
感染防止対策として、テレワークを導入しましたが、令和４年度
にさらなる拡充としてセキュリティ対策や利便性向上を目的とし
た新たなリモートワーク環境を構築しました。
また、その際にリモートワークポータルサイト、サポートサイト
を自作で構築し、各職員自身で「リモートワーク予約⇒アカウン
ト情報の通知」等を一貫して行う環境を整備しました。

帯広市は、北海道内でも人口の多い自治体であり、市民の方向
けや、職員向けのサービスを新たに構築する際に、考慮しなけ
ればならない要素が多く大変な部分もありますが、その分多く
の方にメリットを享受していただける点はやりがいを感じる部
分です。
また、令和５年度よりテレワークが通常の働き方の一部として
認められており、所属部署によりますが任意でテレワークが出
来る点は魅力です。私は週１～２日はテレワークをしています。

先輩職員インタビュー ４


